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第 12 回 JCA ユースクワイア 2023 年 2～3 月に兵庫県姫路市で開催 

～若き合唱人のための音楽プロジェクト～ 

 

一般社団法人全日本合唱連盟（東京都中央区）は、朝日新聞社（東京都中央区）との共催で、2012 年

から「ＪＣＡユースクワイア」（Japan Choral Association Youth Choir）を開催して参りました。 

「ＪＣＡユースクワイア」は、次代を担う音楽人を育成する音楽教育プロジェクトと位置付けて開催

されているものです。いま世界の主要な合唱シーンで活躍する合唱指揮者・作曲家・教育者を指導者に

迎え、厳しいオーディションを経て日本各地から集まった若い歌い手 40 名（16～28 歳）とアシスタン

トコンダクター１名（25～35 歳）が、4 日間のリハーサルキャンプを行った後に、その集大成として成

果発表のコンサートを開催することで、高い音楽技術と豊かな音楽経験を培うプロジェクトです。これ

まで 11 回（うち 2 回中止）開催され、延べ 400 名以上の優れた歌い手・合唱指揮者・音楽指導者を輩出

しており、特にコンサートでは、多くの聴衆の心に残る演奏を刻印しています。 

本年は、2023 年 2 月 28 日（火）から 3 月 4 日（土）まで、「第 12 回ＪＣＡユースクワイア」として

兵庫県で開催します。 

詳細は、WEB サイト及び下記概要をご参照いただき、この取組みを広く発信いただきたくお願い申し

上げます。 

 

●WEB サイト：https://jcanet.or.jp/event/jca-youth/JCAyouth-index.htm 

 

●第 12 回 JCA ユースクワイア 開催概要 

公演名 第 12 回ＪＣＡユースクワイア 

指導・指揮 Theodora Pavlovitch（テオドーラ・パブロヴィチ／ブルガリア） 

日程 2023 年 2 月 28 日（火）～3 月 4 日（土） 

開催地 リハーサルキャンプ：アクリエひめじ 練習室 

コンサート:アクリエひめじ 大ホール 

（〒670-0836 兵庫県姫路市神屋町 143-2） 

コンサートチケット 全日本合唱連盟 STORES で販売中 https://jca-from1948.stores.jp/ 

主催 一般社団法人全日本合唱連盟、朝日新聞社 

後援 駐日ブルガリア共和国大使館 

協力 カンロ株式会社 

主管 兵庫県合唱連盟 

 

https://jcanet.or.jp/
https://jcanet.or.jp/event/jca-youth/JCAyouth-index.htm
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●第 12 回 JCA ユースクワイアの特色  

 ◇集中型プログラム ―――――――――――――――――――――――――― 

  

兵庫県姫路市に 2021 年 9 月オープンした新ホール 

「アクリエひめじ大ホール」で行なわれるコンサート

に向け、連続 4 日間の集中型リハーサルキャンプで演

奏曲の練習に励みます。 

 

 ◇豊かな人間性のために ――――――――――――――――――――――――― 

 

メンバーは 4 日間・30 時間を超えるリハーサルの

中で、音楽技術はもちろん、初めて出会うメンバ

ーとのコミュニケーション、協調性など音楽づく

りに必要な多くのことを理解・体得していきます。

また、各開催地に特有の風土・歴史・文化に触れ、

豊かな人間性を育くんでいきます。 

 

 ◇音楽振興・社会活動 ―――――――――――――――――――――――――― 

 

リハーサルの一部公開や、開催地の中学・高校生を対象

にした合同演奏セッションを実施し、音楽を通じ地域の

音楽活動の活性化の一助となるよう努めています。第 12

回は兵庫県立姫路西高等学校音楽部がコンサートに賛助

出演します。 

 

 ◇若い歌い手への経済的支援 ――――――――――――――――――――――― 

 

全日本合唱連盟は、経済的な理由からこのプロジェクトへの参加を躊躇することがないよう、メンバーの会期

中の練習会場の費用、海外から招聘される指揮者の指導料、コンサート開催費用を負担しています。 
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第１２回ＪＣＡユースクワイアについて 

 

 

 

●出演団員 

◆アシスタントコンダクター：谷口 政弘(三重県) 

◆ソプラノ：磯部 里奈(愛知県)、伊藤 咲(神奈川県)、浦川 愛(兵庫県)、加藤 美月(福岡県)、神足 有紀(東京都)、 

末松 柚葉(岐阜県)、徳田 裕佳(東京都)、殿岡 真衣(静岡県)、中村 日向子(石川県)、山木 友喜子(兵庫県)、

横山 瑞希(神奈川県) 

◆ア ル ト：小野 馨(岐阜県)、上村 誠一(福島県)、黒田 聖奈(佐賀県)、小林 紘努(福島県)、坂本 櫻(兵庫県)、 

曽我部 小春(愛知県)、瀬戸 翔吾(埼玉県)、松田 香実(宮城県)、松本 夏実(富山県) 

◆テノール：相沢祐太朗（岐阜県）、伊藤 貫太(大分県)、榎本 和真(兵庫県)、久保田 凱斗(三重県)、笹森 寿(千葉県)、

橋本 康平(宮崎県)、服部 達也(兵庫県)、原田 和弥(山梨県)、脇坂 典佳(愛知県)、渡辺 穂(兵庫県) 

◆ベ ー ス：赤坂 佑介(岩手県)、石原 祐希(長崎県)、清水 康平(埼玉県)、藤中 聖也(栃木県)、藤原 改(長野県)、 

船本 洸(兵庫県)、鳳城 昊(東京都)、松﨑 太郎(埼玉県)、三浦 達也(岩手県)、米澤 恒成(山口県) 

 

●主な演奏曲目  

第一部 東方正教会の音楽  

Sacred Concert N.3 合唱聖歌コンチェルト 第 3 番 ドミトロ・ボルトニャンスキー／ウクライナ 

Dostoyno est 常に福(さいわい)にして P.I.チャイコフスキー／ロシア 

Otche nash われらの父よ アルフレート・シュニトケ／ロシア・ドイツ 

Heruvimska pesen N.4 ヘルヴィムの歌 第 4 番 ドブリ・フリストフ／ブルガリア 

第二部 東欧の民族音楽  

Three folk-based songs 3 つの民謡 ペトコ・スタイノフ／ブルガリア 

Chindia キンディーア（ルーマニア民族舞踊曲） アレクサンドル・パシュカヌ／ルーマニア 

●指導・指揮者 Theodora Pavlovtich 

（テオドーラ・パブロヴィチ／ブルガリア） 

ブルガリア国立音楽アカデミー指揮学科長・合唱指揮法教授、。ヴァシル・ア

ルナオウドフ・ソフィア室内合唱団、クラシック FM ラジオ合唱団（ブルガリア）

指揮者。ユネスコ平和芸術家に任命された World Youth Choir（ワールドユース

クワイア)の指揮者を 2007-2008 年に務め、音楽を通じた異文化交流の功績を評

価された。 

国際合唱コンクールの審査員のほか、ヨーロッパ 25 か国、米国、日本、ロシ

ア、中国、香港、台湾、韓国、イスラエルでのイベントに指揮者・演者として招

聘されている。2005 年、京都で開催された第 7 回世界合唱シンポジウムでは、

合唱指揮者のためのマスタークラスを担当した。 
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これまでのＪＣＡユースクワイア 開催の軌跡 
 

●回数／指導・指揮者／開催年・開催地 
 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

  

 

第３回：Kari Turunen 
カリ・トゥルネン 
（フィンランド） 

2014・三重 

第２回：Werner Pfaff 
ヴェルナー・プファフ 

（ドイツ） 
2013・富山 

第１回：Fred Sjöberg 
フレッド・ショーベリ 

（スウェーデン） 
2012・東京 

第４回：María Guinand 
マリア・ギナンド 
（ベネズエラ） 

2015・山梨／東京 

第５回：Robert Sund 
ロバート・スント 
（スウェーデン） 

2016・東京 

第６回：James Burton 
ジェームズ・バートン 

（英国） 
2017・埼玉 

第８回：Dieter Wagner 
ディーター・ワーグナー 

（ドイツ） 
2019・山梨／東京 

第７回：Vytautas Miškinis 

ヴィタウタス・ミシュキニス 
（リトアニア） 

2018・島根 

第９回：Nigel Short 
ナイジェル・ショート 

（英国） 
2020・長崎（中止） 

第 10 回：Josep Vila i 
Casañas 

ジュゼップ・ビラ・イ・
カザーニャス 
（スペイン） 

2021_3 月・山梨（中止） 

第 10 回：松村努 
（日本） 

2021_9 月・山梨（中止） 

第 11 回：松原 千振 
（日本） 

2022_３月・長崎 

https://jcanet.or.jp/
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●主な演奏曲目 

 

Francisco Guerrero (1528-1599) 《Duo Seraphim》二人のセラフィム（熾天使） 

Felix Mendelssohn (1809-1847) 《Jauchzet dem Herrn》全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ 

Robert Schumann（1810-1856） 《Im Walde》森で（ロマンスとバラード第２集作品 75から） 

Johannes Brahms（1833-1897） 《Drei Gesänge, Op.42》３つの歌 作品 42 

武満徹 (1930-1996) 《翼》 

Arvo Pärt (1935-) 《Da pacem domine》主よ、平和をお与えください 

Vytautas Miškinis (1954- ) 《Cantate Domino》新しい歌を主に向かって歌え 

Eric Whitacre (1970- ) 《Sleep》眠り 

Traugott Fünfgeld (1971- ) 《Angel Hallelujah》エンジェルハレルヤ＝世界初演＝ 

Ola Gjeilo (1978- ) 《Unicornis captivatur》囚われた一角獣 

Ēriks Ešenvalds (1977-)    《Northern Lights》北極光 

ほか 

 

 

●アシスタントコンダクター 

 

第１回：上田祥行／佐藤 匠 第２回：岸本正史 第３回：堅田優衣  第４回：田中エミ 

第５回：佐藤 拓      第６回：市川恭道 第７回：谷 郁   第８回：浜田広志 

第９回：谷本 喜基      第 10回：町村 彰 第 11回：山口雄人  
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